
③《世田谷村》2001年撮影

②《ひろしまハウス（建設中）》2002年撮影

④《猪苗代鬼沼計画　風光水力塔 1/20 模型》2007年

12のプロジェクトについて　 《ひろしまハウス》から《浅草計画》へ
【自分でつくる、共につくる】

建築は誰かが建てるのではなく、自分達の必要に合わせて自分でつくる

《ひろしまハウス》資金調達しながらつくる建築

広島の市民団体の依頼により、カンボジアのプノンペンのウナロム寺

院内に作業所、宿舎となる建物を設計。募金活動をして、資金が溜ま

ったらその分レンガを現地で調達し積み上げていく方法を取ったため、

いつ完成するかわからないプロジェクトとなった。2007 年に十年以上

の歳月をかけた末に完成した。

《天の川計画》親と子が一緒につくる建築

杉並区の幼稚園で、幼稚園児とその親たちが、雨を楽しむ装置を自分た

ちでつくる。竹を割って雨樋にして、木を積んで水車小屋を制作。自分

達の創意工夫で色をつけたり、形を変えたりすることもある。

【水、エネルギー、食料の自給自足へ】

セルフエイドで現代をサバイバルする建築

《世田谷村》決して終らない実験の空間としての自邸

世田谷にある平屋日本家屋の自邸の屋上に新しい家を建設した。屋上に

は菜園があり、南側の外壁にはソーラーパネルが設置されている。いろ

いろな素材のブリコラージュでもあるこの家は、家族で住んでいる現在

も少しずつ手を入れていて、未だ「完成」していない。

《宮古島月光ハウス計画》自給自足の島

宮古島の北西部にある島に、ヨットマンの家を設計。水と電気を自給自足

する設備を島全体に組み込み、農園をつくり、最小限で最高の生活をおくる。

《猪苗代鬼沼計画》25ha の敷地を使った自然環境農園づくり

猪苗代湖畔にある 25ha の敷地全体を使って、人々が集まり、暮らせる、建築物

を複数設計。山の尾根の風光水力塔では、風力発電、太陽光発電し、人は蓑虫

のように宇宙服ハウスで過ごす。また屋外劇場、レクチャーホール、農園も設

計している。

《新潟田園都市構想》農業を基点に都市と農村を結ぶネットワーク

新潟市の越前浜に、農業滞在と U ターンのネットワークの拠点ともなる田園都

市構想を計画。人は車のように移動可能な家に暮らし、農業に従事する。



⑤《グアダラハラ計画　メディアセンター 1/500模型》2008年

⑥《ドローイング》（ミャンマー仏教文化センター計画）2007 年 7 月 29

日

⑦《ドローイング》（浅草計画）

2008年 4月 13 日

【都市の夢】白昼夢としての情報化社会、そして現代の悪夢に抗する建築

《グアダラハラ計画》

大都市メディアセンターの設計

メキシコ第二の都市グアダラハラで 2011 年

にパンアメリカン競技大会が行われること

をきっかけに、全長 10km におよぶ都市の

軸線のリニューアルを提案。国立公文書図

書館を改築し及びメディアセンター、ツー

リストインフォメーションを設計

《チリ建国 200 年祭計画》チリ全土で情報を供給・発信するコンテナ

南北に細長く、多様な文化、生活風土を抱えており政治的にも安定していないチリに、

コンテナ状の情報装置を設計。このコンテナを海上輸送することで陸路よりも簡便にチ

リ全土で情報発信、入手が可能になる。

《ミャンマー仏教文化センター計画》仏教の精神を取り戻すための教育

施設

ミャンマー国土を南北に流れる大河、イラワジ河に面し、パゴダや寺院が林立する遺跡

都市パガン。そこに 16の塔からなるミャンマー国内の僧侶のための仏教高等学院を提案。

《北京モバイルシアター計画》

建築物全体を情報端末と化して、情報化社会を視覚化する

現在、北京のオリンピックスタジアムの正面に、建物の総全長 510m、最高 191m の北京モルガンセンターが建設され

ている。その壁面をメディアウォールとして映像を流し、建物全体を情報発信装置と化す計画。さらに建物の両サイド

に、他都市へ移動、展開可能なパビリオンも設計。

《音の神殿 サウンド・アーティスト・ヴィレッジ計画》

工場と直結したミュージシャンのためのレジデンス

音響メーカーJBL のカルフォルニアにある工場敷地内に、ミュージシャン用のアーテ

ィスト・イン・レジデンスとスタジオを設計。「音の神殿」は 1991 年にロンドンで開

催されたヴィジョンズ・オブ・ジャパン展以来の石山の建築のテーマの一つである。

【そして浅草へ】もう一度、日本・東京にて「まちづくり」が始まる

《浅草計画》浅草寺の境内で山車を作る

東京有数の観光地、浅草で石山修武のまちづくりが復活する。浅草仲見世の店主たち

が結集し、「祭り」のために、浅草寺の境内に工房を構え、山車を 12 台作成する。《ひ

ろしまハウス》と同様、寄進によって少しずつ作り上げていく計画となっており、世

界各国から花の種を集めて、世界の花に覆われた山車が出現するかもしれません。


